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４月２３日 雨の中も「健康まつり」を開催。８００人の参加で大きく成功できました。 

 

６月のご案内 
●健康体操教室  ２部制です。 
 １５日(土)午前９時～・１１時～  
 事前予約制 申し込みは受付へ 
●法律相談（予約制です） 
 １８日（火）午後６時～８時 
●絵手紙サークル 
２０日(木)午前１０時～１２時 

●駅頭宣伝「憲法と医療」JR宇治駅 
２１日（金）午後５時３０分～６時３０分 

●２０２４年度総代会  
あさくら診療所ホール 

 ２３日(日)午後１時３０分～  
●ニュース発送作業 
 ２４日(月) 午前９時～ 
●疾患教室「高血圧について」 
 ２４日(月) 午後２時３０分～ 診療所にて 

 



 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ４月より診療体制が変更となりました。ご確認お願

いします。 

 

 

８ 

 

 

ク
イ
ズ
の
答
え
と
い
っ
し
ょ
に

い
た
だ
い
た
お
便
り
は
「
声
」
欄
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
解
下
さ
い
。 

 

応
募
の
き
ま
り 

●
ハ
ガ
キ
に
ま
ち
が
い
７
ケ
所
を

書
い
て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
で
も
結
構
で
す
。 

●
正
解
者
の
う
ち
抽
選
で
５
人
の

方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

当
選
者
の
お
名
前
は
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
し
ま
す
。 

●
締
切
り 

６
月
10
日 

前
回
の
当
選
者(

敬
称
略) 

 

前
回
の
正
解
は…

「
５
月
」「
左
の

人
の
胸
マ
ー
ク
」
「
左
二
番
目
の
人

の
手
」
「
真
ん
中
の
人
の
エ
プ
ロ
ン

の
柄
」「
右
２
番
目
の
眼
鏡
」「
足
元

の
犬
」
右
の
人
の
口
」
の
７
ケ
所
で

し
た
。 

応
募
数
３７
人
・
正
解
は
３７
人
で
し

た
。
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。 

中
西 

一
正 

 
(

宇 

治 

市) 

高
橋 

芳
江 

 
(

城 

陽 

市) 

氏
本 

晧
之 

 
(

宇 

治 

市) 

久
保
村
希
代
子 

(

宇 

治 

市) 

森 
 

蒋
美 

 
(

宇 

治 

市) 
 

お
楽
し
み 

健
康
ク
イ
ズ 

★あさくら診療所 医師体制表 
午前の診察は ９時～１２時 

夜の診察は  6 時～8 時 

電話 ０７７４-４６-５１５１ 

 

絵
や
線
の
濃
淡
は
含
み
ま
せ
ん 

７

7 

 

あさくら診療所は月・水・木の午前診療・倉田外来は予約制です。土曜日は、1・3 週のみ。 

 

ニ
ュ
ー
ス
の
封
筒
詰
め
に
ご
協
力
下

さ
い
。
６
月
号
の
封
筒
詰
め
作
業
日
は

６
月
２４
日
（
月
）
の
午
前
中
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会 

 
 月 火 水 木 金 土 

午 

前 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 休診 

午 
後 

赤毛 中村 赤毛 
 休診 

中村 

往
診 

中村 赤毛 中村 
 

 赤毛 
 

夜 
中村 休診 

 
中村 
赤毛 

休診 
 

赤毛  

 

予約外来・検査（医科） 

胃カメラ  第１・３土曜午前 

腹部エコー  第１・３・５火曜午前 

をはじめ   第２・第４ 木曜午前 

各種エコー  第１土曜午前 

栄養指導  第１・２・４・５金曜夜   

      第３土曜午前 

各種予防接種は随時実施  要予約 

 月 火 水 木 金 土 

午 

前 

 

河本 
内 

西田 
内 

河本 
内 

河本 
内 

池野 

内 

河本  内 

 
平松  内 

河本 
内 

倉田 
(1・3) 

河本 
(1・3) 

 

午 

後 

往診 往診 

 

 

往診 

 

予約外来 
神経内科(2・4) 
 

往診  

夜 
河本 
内 

上赤 
内 

冨岡 
内 

休診 河本 
内 

 

 

★あさくら診療所歯科 医師体制表 

診察は予約制です。時間はお問い合わせ

下さい。急患の場合はご連絡下さい。   

電話 ０７７４-４１-３３３５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く
こ
と
で
気
持
ち
が
明
る
く

な
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
そ
こ
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
吹
か
れ
る
こ
と
を
勧
め
ま

し
た
。
勿
論
初
め
は
口
を
も
ぐ

も
ぐ
さ
れ
て
動
き
ま
せ
ん
で

し
が
そ
れ
で
も
根
気
よ
く
続

け
ら
れ
て
今
で
は
「
浜
千
鳥
」

を
ど
う
に
か
吹
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。
「
左
手
だ
け
で
も
吹

け
る
ん
や
」
彼
女
は
生
き
る
歓

び
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
通
し
て

知
り
ま
し
た
。
言
葉
数
も
多
く

な
り
、
前
向
き
に
な
ら
れ
た
事

を
実
感
し
ま
し
た
。 

宇
治
市 

山
根
ま
す
お
さ
ん 

 

春
は
元
気
な
頃
が
思
い
出

さ
れ
る
。
桜
が
咲
き
出
す
と
ワ

ラ
ピ
取
り
に
ゼ
ン
マ
イ
、
ウ

ド
、
タ
ラ
の
芽
と
山
菜
取
り
。

去
年
は
娘
に
取
り
に
行
き
た

い
言
う
た
ら
、
お
こ
り
ま
し
た

わ
。
そ
れ
で
も
な
ん
や
か
ん
や

言
い
ま
す
け
ど
、
車
に
乗
せ
て

く
れ
て
道
端
で
少
し
だ
け
ワ

ラ
ピ
を
取
り
満
足
出
来
ま
し

た
。
今
年
は
ど
う
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
せ
め
て
カ
ラ
ス
の
エ
ン

ド
ウ
、
ス
ギ
ナ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ

ウ
。 

手
近
な
所
で
満
足
し
て

い
つ
も
、
た
く
さ
ん
の
「
声
」

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
す
。
２
０

０
字
以
内
で
10

日
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。（
広
報
委
員
会
） 

ま
す
。
美
味
し
ゅ
う
。
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ふ
と
見
渡

し
ま
す
が
、
草
花
が
少
の
う
な

り
ま
し
た
。 

宇
治
市 

畑
中
冨
佐
子
さ
ん 

 

最
近
、
感
動
す
る
文
章
に
２

つ
出
会
っ
た
。
一
つ
は
友
人
が

く
れ
た
市
田
忠
義
さ
ん
の
エ

ッ
セ
イ
集
「
市
ち
ゃ
ん
の
徒
然

な
る
ま
ま
に
」
。
短
い
文
章
の

中
に
市
田
さ
ん
の
豊
か
な
生

き
様
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
芸

術
・
出
会
っ
た
人
・
政
治
・
ス

ポ
ー
ツ
、
含
蓄
あ
る
こ
と
ば
や

ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
く
れ
る
文

章
で
す
。
も
う
一
つ
は
宇
治
久

御
山
年
金
者
組
合
の
ニ
ュ
ー

ス
の
足
立
恭
子
さ
ん
。
い
つ
も

そ
の
時
々
の
出
来
事
を
見
事

に
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
最

後
は
方
向
性
も
バ
ッ
チ
リ
。
先

日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
下
山
事
件
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
私
も

衝
撃
を
受
け
た
の
だ
が
、
そ
の

事
を
バ
ッ
チ
リ
と
書
い
て
く

だ
さ
っ
た
。
み
な
さ
ん
読
み
落

と
し
な
き
よ
う
。 

宇
治
市 

石
野
望
さ
ん 

 

精
華
町
の
「
祝
園
弾
薬
庫
」 

大
型
弾
薬
庫
の
拡
張
と
長
距

離
ミ
サ
イ
ル
に
配
備
反
対
。 

7 

 

岸
田
政
権
の
「
安
保
三
文
書
」
に

基
づ
き
「
台
湾
有
事
に
備
え
た
米
軍

主
導
の
敵
基
地
攻
撃
」
の
戦
略
で
精

華
町
の
陸
上
自
衛
隊
「
祝
園
分
屯

地
」
で
今
年
度
海
上
自
衛
隊
と
の
共

同
運
営
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
ト
マ
ホ
ー

ク
の
配
備
保
管
の
た
め
８
棟
も
の

大
型
保
管
庫
を
建
設
す
る
計
画
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
術
都

市
の
中
心
、
住
宅
地
の
中
に
「
敵
基

地
先
制
攻
撃
ミ
サ
イ
ル
」
配
備
な
ど

飛
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
局
悪
化

す
れ
ば
報
復
攻
撃
の
対
象
な
り
半

径
２
０
キ
ロ
「
焦
土
化
」
必
至
。
反

対
の
声
大
き
く
広
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

宇
治
市 

祐
谷
知
須
子
さ
ん 

 

急
な
暑
さ
に
び
っ
く
り
で
す
。
季

節
の
変
わ
り
目
健
康
で
い
た
い
も

の
で
す
。 

宇
治
市 
宮
崎
久
美
子
さ
ん 

 

実
家
が
京 
都
市
中
京
区
に
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
近
で
す
が
、
杖
を

つ
い
て
歩
い
て
い
る
私
に
は
、
あ
の

混
雑
が
恐
ろ
し
い
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
と
て
も
腹
立

た
し
い
で
す
。 

 

き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク

ラ
ブ
）
の
集
会
（
４
月
２７
日
）

で
、
や
ま
し
ろ
健
康
医
療
生
協

の
滝
澤
松
代
理
事
さ
ん
に
、「
７０

代
、
８０
代
で
も
元
気
で
い
る
」

た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い

か
と
い
う
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
集
会
に
は
、
３６
人
の

会
員
が
集
ま
り
、
熱
心
に
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

滝
澤
さ
ん
は
、
７０
代
は
「
身
体

や
脳
を
使
い
続
け
る
。
行
動
意

欲
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
身
体
や

脳
を
よ
く
使
う
こ
と
」。
８０
代
以

降
は
、「
老
い
を
受
け
入
れ
る
時

期
で
、
何
も
で
き
な
い
、
わ
か
ら

な
い
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と

は
ど
ん
ど
ん
し
て
楽
し
み
ま
し

ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
認
知

症
と
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
、

「
ボ
ケ
た
ら
不
幸
は
間
違
い

で
、
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
。
「
楽

し
い
こ
と
は
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
の
で
、
人
に
会
っ
て
お
し
ゃ

べ
り
を
し
ま
し
ょ
う
」
。
「
人
と

話
を
す
る
こ
と
で
新
た
な
興
味

や
関
心
が
わ
い
て
き
て
、
意
欲

的
に
な
る
と
い
う
効
果
も
得
ら

れ
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
脳
を
使
っ
て
体
を

動
か
す
こ
と
が
、
脳
を
活
性
化

す
る
と
説
明
さ
れ
、
み
ん
な
の

前
で
体
を
動
か
し
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
人
も
体
を
動
か
し
ま
し

た
。
特
に
手
指
の
体
操
で
は
、
左

手
は
小
指
か
ら
、
右
手
は
親
指

か
ら
な
ど
、
間
違
え
な
い
よ
う

に
運
動
す
る
こ
と
は
、
神
経
を

使
い
ま
し
た
。 

滝
澤
さ
ん
の
話
は
、
１
時
間

弱
で
、
こ
の
話
を
聞
い
た
参
加

者
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
７０
代
後

半
で
、
元
気
な
高
齢
者
で
い
る

た
め
に
は
、
時
々
こ
の
運
動
を

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

  

健
康
に
つ
い
て
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

広
野
町 

谷
口
義
一
さ
ん 

 

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル 

６
月
２０
日(

木) 
 

午
前
10
時
か
ら 

・
申
し
込
み
江
黒
さ
ん
ま
で 

（
０
９
０
・
２
０
１
４
・ 

０
３
２
６
） 

-     



～年に 1 度の健診があなたの健康を守ります～ 
対象者  宇治市・城陽市・久御山町・京都市の次の方 

◇国民健康保険加入または生活保護世帯の４０歳以上の方 

※今年度中に４０歳になる方も含む 
◇後期高齢医療保険加入の方 

実施期間  2024 年６月１日（土）～2024 年１０月 31 日（木） 

受付時間 午前  8：30～12：00 ※㊏は第 1・3 のみ診療 
夜 17：30～19：30 ※㊊㊋㊌㊎診療 

予約方法 予約が必要⇒ ㊊㊌㊍の午前 📞0774-46-5151 

予約は不要⇒ ㊋㊎㊏(第 1・3)の午前、㊊㊋㊌㊎の夜 

健診項目 診察・身体測定・検尿・心電図・血液検査 

その他の検診 大腸がん検診、前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診も実施しています。 

こちらの検診の対象者や費用負担等は、事前に各市町に確認してください。 
社会保険の家族・国保組合の特定健診 

  それぞれご加入の保険者に問い合わせ、受診券を取り寄せて事前にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と 

 
 

理
事 

宮
本
繁
夫 

今
年
は
あ
さ
く
ら
診
療
所
開
設
３０
年 

 

2 

健康体操教室のお知らせ 
日時６月１５日(土)  参加費１回５００円 

1 回目 午前 9 時 ～ 10 時３０分 

2 回目 午前 11 時～ 12 時３０分 

 講師：友久典子さん（理学療法士） 

会場 :あさくら診療所ホール 

＊動きやすい服装・タオル・水筒・上履き 

予約制です。あさくら診療所受付まで。 

 

１
９
８
３
年
に
遡
り
ま
す
。

民
医
連
の
上
京
病
院(

現
上
京

診
療
所)

の
職
員
か
ら
、
宇
治
の

ユ
ニ
チ
カ
で
働
く
労
働
者
に
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
一
本
の
電
話
が
、
ユ
ニ
チ
カ

宇
治
工
場
に
お
け
る
二
硫
化
炭

素
中
毒
症
の
闘
い
の
始
ま
り
で

し
た
。
レ
イ
ヨ
ン
製
造
過
程
で

発
生
す
る
二
硫
化
炭
素
ガ
ス
に

被
爆
す
る
と
重
篤
な
脳
血
管
障

害
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
が
、
ユ

ニ
チ
カ
中
央
病
院
（
当
時
）
は
、

労
災
と
は
認
め
ず
、「
脳
梗
塞
」

と
診
断
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
ユ
ニ
チ
カ
１
０
０
年
誌
に

は
、「
著
し
い
発
展
を
と
げ
て
い

っ
た
わ
が
レ
ー
ヨ
ン
工
業
で
あ

っ
た
が
、
当
初
か
ら
獅
子
身
中

の
虫
と
い
う
べ
き
頭
痛
の
種
を

か
か
え
て
い
た
。・
・
・
生
産
工

程
で
発
生
す
る
二
硫
化
炭
素
ガ

ス
や
硫
化
水
素
ガ
ス
に
起
因
す

る
と
い
わ
れ
る
職
業
性
疾
病
の

発
生
が
そ
れ
で
あ
る
」
と
会
社

は
、
古
く
か
ら
二
硫
化
炭
素
ガ

ス
の
危
険
性
を
知
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

地
区
労
や
多
く
の
市
民
の
み

野山を歩こう会６月例会ご案内 
●行き先：大阪池田市 五月山  

 桜・ツツジ・紅葉が美しいハイキングコース 

●日時６月 8 日(土)  費用：交通費 960 円  

●集合：阪急烏丸駅プラットホーム ８時５０分 

●持ち物：弁当・水筒・行動食・雨具・ストック

●検温・体調管理・マスクの着用を徹底します。 

●申込 尊田 22-8657 池本 43-2604 まで 

な
さ
ん
で
「
支
援
す
る
会
」
が

で
き
、
民
医
連
の
医
師
や
職
員

の
協
力
を
得
て
、
多
く
の
患
者

の
労
災
認
定
に
取
り
組
み
１６

人
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
う
し
た
中
で
、
働
く
も
の

立
場
に
立
っ
た
医
療
機
関
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
で
、
１
９
９
４
年
に
や
ま
し

ろ
健
康
医
療
生
活
協
同
組
合

が
発
足
。
９
月
に
あ
さ
く
ら
診

療
所
が
開
設
し
３０
年
に
な
り

ま
す
。 

 

そ
の
後
、
医
療
生
協
は
、
給

食
調
理
員
の
け
い
わ
ん
症
や

教
員
の
過
労
死
の
公
務
災
害

認
定
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の

過
労
自
死
の
労
災
認
定
な
ど

働
く
者
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。 

 
 

３０
周
年
を
む
か
え
組
合
員

も
５
０
０
０
人
近
く
な
り
ま

し
た
。
組
合
員
の
期
待
に
応
え

る
医
療
生
協
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

特定健診は全員無料です 



   帯状疱疹ワクチン接種のお知らせ     要申込 
水痘ワクチンと帯状疱疹ワクチン（シングリックス）があります。 

５０歳以上の人が対象です。健康保険は使えません。 

帯状疱疹は、水疱と痛みを特徴とする病気です。痛みや痒みを感じてから２～３日後に

皮膚に分布する神経に沿って帯状の水疱が出現します。 

通常は２～４週間で皮膚症状が治ります。 

・子供の頃に水痘にかかると、治った後も水痘・帯状疱疹ウイルスが神経節の中に長期間潜伏

します。 

・加齢や疲労など免疫力が低下すると、潜伏していたウイルスが活性化して帯状疱疹を発症し

ます。 

・帯状疱疹の皮膚症状が治った後も長期間痛みが残る帯状疱疹後神経痛になることがあります。 

・50歳以上の方については、ワクチンを接種することで発症予防、重症化予防が期待できると

されています。 

・ワクチンは、乾燥弱毒性水痘ワクチン『ビケン』と乾燥組換え帯状疱疹ワクチン『シングリ

ックス筋注用』があります。ワクチン接種については医師にご相談してください。 

＊ワクチン接種は申込からおおよそ１週間かかります。 

名称 乾燥弱毒性水痘ワクチン『ビケン』 
乾燥組換え帯状疱疹ワクチン 
『シングリックス筋注用』 

種類 生ワクチン 不活化ワクチン 

効能 水痘・帯状疱疹の予防 帯状疱疹の予防 

発症予防効果 
50～59歳 約 70％ 
60歳以上 約 50％ 

50歳以上 約 97％ 
70歳以上 約 90％ 

帯状疱疹後 
神経痛予防効果 

60歳以上 66.5％軽減 
50歳以上 100％軽減 
70歳以上 85.5％軽減 

効果持続期間 5年程度 9年以上 

副反応等 
注射部位の腫れや痛み：5％以上 
皮膚の発疹や倦怠感：1～5％ 
関節痛：1％未満 

注射部位の腫れや痛み：10％以上 
倦怠感：1～10％未満 
関節痛：1％未満 

接種対象者 50歳以上の人 
50 歳以上の人 または帯状疱疹に
罹患するリスクが高いと考えられ
る 18歳以上の人 

接種方法 皮下注射 筋肉内注射 

接種回数 1回 2回 2ヶ月間隔 

参考 国立感染症研究所HP ジャパンワクチン株式会社HP ワクチン添付文書 

費用 

公費対象者は無料 

組合員：５，９６２円 

未加入：８，３１６円 

現在公費対象はありません 

組合員：４１，８００円 

   （１回２０，９００円） 

未加入：５２，８００円 

   （１回２６，４００円） 

 

 

 

 

 

 

法律相談（予約制） 
（無料・1件３０分） 

●6月１８日（火）午後 6 時～8時  
診療所２階会議室  

●京都南法律事務所の弁護士さんがお聞きしま
す。医療生協の組合員とご家族が対象です。 

●受付は 17日の午前中までです。 

3 

あさくら診療所  
通所リハビリ・送迎運転手募集        
❑  自動車にて、利用者・患者さんの送迎      

❑ 月・火・木・金  8：40～16：40       

❑ 時間給 1020 円～                

(定期昇給・処遇改善手当)         

❑ 0774-46-5151 事務部まで       
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6 城
陽
市 

山
口
英
美
子
さ
ん 

 
も
う
す
ぐ
５
月
で
す
ね
。
新
縁

の
き
れ
い
な
時
期
で
す
ね
。
毎
回

封
筒
が
送
ら
れ
て
き
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
金
曜
日
は

１１
時
か
ら
い
つ
も
行
く
所
が
あ

り
ま
す
が
９
時
か
ら
１０
時
半
ま

で
な
ら
お
手
伝
い
行
き
ま
す
ね
。 

宇
治
市 

狭
間
良
子
さ
ん 

 

今
年
も
自
宅
で
サ
ク
ラ
ン
ボ

が
実
っ
た
。
メ
ジ
ロ
も
嬉
し
そ
う

に
く
わ
え
て
い
く
。
夫
の
妹
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
木
、
近
所
の
方

と
も
お
し
ゃ
べ
り
の
種
に
な
る

サ
ク
ラ
ン
ボ
に
感
謝
の
初
夏
で

す
。 

城
陽
市 

稲
富
喜
美
子
さ
ん 

 

５
月
１
日
で
八
十
八
夜
新
茶

が
店
に
出
始
め
る
頃
、
丁
度
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
で
す
が
、
ど

こ
に
も
出
か
け
る
予
定
も
な
い

の
に
お
い
し
い
和
菓
子
で
も
買

っ
て
新
茶
で
の
ん
び
り
と
す
ご

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

宇
治
市 

上
村
征
子
さ
ん 

 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

宇
治
市 

森
川
和
子
さ
ん 

 

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
は
、

「
平
和
憲
法
」
の
大
切
さ
と
黙
っ

て
い
て
は
「
平
和
憲
法
」
は
守
れ

な
い
と
強
く
感
じ
た
日
で
し
た
。 

木
津
川
市 

岡
本
明
子
さ
ん 

宇
治
市 

木
下
節
子
さ
ん 

 

花
筏 

母
と
歩
合
せ 

木
住

川 

 

お
琴
弾
く 

花
す
み
れ
胸 

輝
か
せ 

 

花
の
舞 

バ
イ
ク
の
音
に 

飛
び
起
る 

 

脳
梗
塞 

メ
ス
入
れ
ず
す
み 

く
ず
湯
と
く 

精
華
町 

酒
井
幸
男
さ
ん 

映
画
「
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
」

を
妻
と
見
に
行
っ
た
。
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
が
逸
早
く
核
分
裂
実
験

に
成
功
し
た
た
め
に
米
国
も
オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
王
中
心
に
ロ

ス
ア
ラ
モ
ス
で
原
爆
完
成
を
急

ぐ
。
科
学
の
進
歩
と
無
事
の
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
と
の
狭
間
に
苦
悩

す
る
彼
の
姿
は
昔
か
ら
知
っ
て

い
る
が
、
当
時
は
人
体
へ
の
放

射
能
汚
染
も
核
廃
棄
物
の
懸
念

も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当

時
に
そ
の
よ
う
な
告
発
が
あ
っ

た
の
な
ら
、
発
掘
し
て
映
画
化

し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

宇
治
市 

滝
林
康
子
さ
ん 

 

Ｇ
Ｗ
は
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
す
。
骨
の
弱
体
で
腰
痛
も
ひ

ど
く
集
中
力
も
欠
け
る
。
背
中

に
コ
ル
セ
ッ
ト
着
用
２
ケ
月
下

半
身
予
防
に
歩
行
器
使
用
し
近

く
で
買
い
物
、
帰
宅
後
は
腰
痛

も
ひ
ど
く
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ

る
。
痛
い
の
痛
い
の
早
く
よ
く

な
れ
！ 

城
陽
市 

竹
村
心
一
さ
ん 

 

市
内
企
業
の
ト
イ
レ
清
掃
を

始
め
て
二
年
が
経
っ
た
。
五
階

建
て
、
二
階
建
て
、
四
階
建
て
の

建
物
の
中
の
ト
イ
レ
を
、
週
に

三
日
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ

ろ
そ
ろ
限
界
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
多
少
の
し
ん
ど
さ
な
ら
頑

張
れ
る
が
後
期
高
齢
者
と
な
っ

た
今
、
体
力
の
衰
え
は
仕
方
が

な
い
か
も
。
何
し
ろ
、
工
場
の
天

井
は
高
く
一
階
毎
の
階
段
が
長

く
、
清
掃
道
具
を
持
っ
て
の
昇

り
降
り
は
辛
い
。
で
も
、
仕
事
は

し
た
い
の
で
、
今
の
自
分
に
合

っ
た
も
の
を
捜
す
つ
も
り
だ
。 

久
御
山
町 

藤
本
三
枝
子
さ
ん 

 

突
然
の
出
来
事
。
私
は
い
つ

の
ア
サ
ク
ラ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ハ

イ
ツ
の
人
達
に
２４
日
に
配
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
日
も
新
婦
人
の

班
会
の
後
、
配
り
に
行
き
ま
し

た
処
、
ハ
イ
ツ
の
９
棟
の
山
中

さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
。

す
る
と
ド
ア
が
開
い
て
い
て
中

か
ら
息
子
さ
ん
ら
し
き
人
が
出

て
来
ら
れ
ま
し
た
。「
貴
方
は
母

の
お
友
達
の
方
で
す
か
？
」
と

聴
か
れ
ま
し
た
。「
実
は
突
然
母

が
亡
く
な
り
ま
し
て…

僕
も
何

が
何
だ
か
わ
か
ら
な
く
て…

困

っ
て
い
ま
す
」
と
云
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
場
に
は
警
察
官
の
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
あ
ま

り
の
事
に 

 

仰
天
で
す
。
す

ぐ
に
他
の
仲
間
に
知
ら
せ
な
く

て
は…

と
思
い
岩
佐
さ
ん
の
お

宅
に
行
き
そ
の
事
を
告
げ
ま
し

た
。
又
中
山
さ
ん
に
は
宇
治
の

桜
井
さ
ん
と
親
し
く
し
て
お
ら

れ
た
事
を
知
っ
て
い
ま
し
た
の

で
す
ぐ
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
し
て
知
ら

せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
私
も
８１
才

と
高
齢
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
を

配
っ
て
い
る
と
こ
う
云
う
事
も

あ
る
の
だ
な
ー
と
想
い
ま
し

た
。 

城
陽
市 

宇
野
信
子
さ
ん 

 

私
も
う
何
年
も
前
か
ら
体
の

ご
不
自
由
な
方
た
ち
の
要
望
で

ご
連
絡
が
あ
り
次
第
お
家
を
訪

問
し
て
髪
の
カ
ッ
ト
、
整
髪
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
特
に
最
近
嬉
し
く
勇
気
づ

け
ら
れ
た
こ
と
を
一
つ
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
お
方
は

八
十
二
才
の
女
性
で
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
を
患
ら
れ
て
い
て
車
椅

子
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

て
右
手
も
ご
不
自
由
で
す
。
私

は
数
年
前
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク

ラ
ブ
を
七
・
八
で
結
成
し
何
と

か
こ
の
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
る
女
性
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹

 

知
人
の
投
稿
を
元
気
に
な
さ

っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
な

が
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

久
御
山
町 

中
村
都
子
さ
ん 

連
れ
合
い
が
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
て
一
ヵ
月
。
思
っ
て
た
以
上

に
長
引
い
て
二
人
共
に
年
齢
を

実
感
し
た
毎
日
だ
っ
た
。
や
っ

と
日
常
を
取
り
戻
す
事
が
出
来

て
健
康
に
感
謝
す
る
日
々
。
お

互
い
に
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が

ら
楽
し
い
老
後
を
送
り
た
い
。 

城
陽
市 
江
上
淳
子
さ
ん 

 

私
も
５
月
号
の
濱
田
様
と
同

じ
で
抜
歯
１
本
の
歯
を
全
部
抜

い
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
ま
だ

残
せ
る
所
が
あ
る
か
ら
と
半
分

に
し
て
残
し
て
下
さ
っ
た
平
田

先
生
。
治
療
し
て
下
さ
り
私
も

今
で
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
平

田
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

城
陽
市 

村
田
義
孝
さ
ん 

 

「
衆
院
３
補
選
、
自
民
全

敗
！
」
重
苦
し
か
っ
た
長
い
夜

が
よ
う
や
く
明
け
そ
う
な
曙
。

徐
々
に
日
が
差
し
て
き
た
よ
う

な
。
今
頑
張
ら
ね
ば
、
い
つ
頑
張

る

そん
な

声
が
聞
こ
え
そ

う
で
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声 

 

声 

 

声 
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Ｇ
Ｗ
も
終
わ
り
、
疲
れ
が
出

て
き
て
い
る
頃
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

こ
の
季
節
は
気
温
も
変
化
が

あ
り
、
体
調
も
崩
し
や
す
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
取

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

さ
て
、
今
回
は
「
自
分
で
選

ぶ
」
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
選
ぶ
こ
と
と
性
の
お
話
と

ど
う
繋
が
る
の
か
、
そ
う
感
じ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
は
無
意

識
に
も
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
選
ん
で
い
ま
す
。
朝
ご
は
ん

は
ご
飯
か
パ
ン
か
、
紅
茶
か
コ

ー
ヒ
ー
か
、
鶏
肉
は
む
ね
肉
か

も
も
肉
か
、
な
ど
色
々
と
選
択

し
て
生
活
し
て
い
ま
す
ね
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
行
動
で
も
、
や

る
、
や
ら
な
い
、
ま
た
は
途
中
で

や
め
る
、
な
ど
も
自
分
で
選
ん

で
い
ま
す
。 

し
か
し
、
も
し
、
こ
れ
を
着
な

さ
い
、
こ
れ
を
し
な
さ
い
、
今

す
ぐ
食
べ
な
さ
い
、
な
ど
子
育

て
の
中
で
指
示
や
命
令
が
多

い
場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
全
て
を
選
ん
で
も
ら
っ
て

い
た
ら
朝
が
間
に
合
わ
な
い
、

な
ど
も
ち
ろ
ん
日
常
に
不
都

合
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。
で
す
が
、
で
き
る

限
り
「
自
分
で
選
ぶ
」
経
験
を

さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
よ
ね
。

例
え
ば
、
お
洋
服
は
こ
れ
と
こ

れ
、
ど
ち
ら
に
す
る
？
な
ど
、

ま
ず
は
二
つ
の
選
択
肢
で
話

し
合
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
る
の
も
い
い
か
と
思

い
ま
す
。
選
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

は
、
性
に
関
す
る
場
面
で
も
と

て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
す
。
自
分
の
か
ら
だ
は
自
分

だ
け
の
大
切
な
と
こ
ろ
。
そ
の

自
分
の
か
ら
だ
や
心
の
こ
と
、

自
分
自
身
で
決
め
る
、
と
い
う

Satoko の 

性と生の 
おはなし 

第９話 

 

権
利
を
誰
も
が
持
っ
て
い
ま

す
。
自
分
で
選
ぶ
経
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
、
か
ら
だ
も
心

も
健
康
で
あ
る
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
の
で
す
。
つ
ま
り
、
自

分
で
選
ぶ
こ
と
で
、
人
生
の
主

人
公
で
あ
る
自
分
を
大
切
に

し
、
そ
れ
が
他
者
も
大
切
に
で

き
る
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で

す
。
是
非
、
で
き
る
事
か
ら
、

「
自
分
で
選
ぶ
」
を
意
識
し
な

が
ら
暮
ら
し
の
中
で
、
選
択
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

 

木
津
川
市 

中
野
や
す
こ
さ
ん 

 

「
気
が
つ
け
ば
戦
争
が
窓
か

ら
の
ぞ
い
て
い
た
」
そ
ん
な
気

が
し
ま
す
。「
私
た
ち
は
憲
法
で

守
ら
れ
て
い
る
の
よ
」
子
ど
も

や
孫
た
ち
に
話
続
け
て
き
ま
し

た
。「
私
た
ち
が
憲
法
を
守
る
の

で
な
く
て
国
が
守
っ
て
い
る
の

か
を
見
守
っ
て
ゆ
く
の
よ
」
憲

法
前
文
と
第
９
条
守
ら
せ
よ

う
。
日
米
安
保
条
約
第
６
条
に

基
づ
く
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
協

定
」
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
す
べ
て

許
せ
な
い
。
止
め
た
い
。
体
力
も

気
力
も
な
い
私
で
す
が
で
き
る

こ
と
を
具
体
的
に
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

宇
治
市 

桜
井
千
春
さ
ん 

 

友
人
が
突
然
逝
っ
て
し
ま
っ

た
。
５
月
に
は
学
生
時
代
の
仲

間
と
会
う
約
束
を
し
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
に…

。
夫
と
母
を

介
護
し
見
送
り
な
が
ら
障
害
児

教
育
に
力
を
注
ぎ
と
に
か
く
真

直
ぐ
な
一
筋
の
人
だ
っ
た
。
こ

の
３
月
に
そ
う
し
た
長
い
実
践

の
日
々
に
ひ
と
ま
ず
キ
リ
を
つ

け
落
ち
着
く
こ
と
で
今
ま
で
の

蓄
積
し
て
き
た
成
果
も
ま
と
め

た
か
っ
た
だ
ろ
う
に…

。
逝
っ

て
し
ま
っ
た
友
と
の
約
束
・
植

物
園
に
行
け
ば
会
い
に
来
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

宇
治
市 

小
林
孝
企
さ
ん 

 

２
０
２
４
年
原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
行
進
「
ビ
キ
ニ
水
爆
被

災
７０
年
か
ら
広
島
・
長
崎
被
爆

８０
年
へ
核
兵
器
の
な
い
世
界

へ
、
非
核
平
和
の
日
本
の
実
現

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
５
月
６

日
東
京
・
夢
の
島
公
園
を
出
発
。

東
京→

広
島
コ
ー
ス
の
京
都
の

更
新
は
６
月
２１
日
か
ら
２６
日

で
す
。
今
年
の
合
言
葉
「
ビ
キ
ニ

の
た
た
か
い
の
よ
う
に
」
体
力

に
あ
わ
せ
て
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
を
め
ざ
し
て
歩
き
ま
し

ょ
う
。 

宇
治
市 

橋
本
悦
子
さ
ん 

春
に
な
っ
た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
よ
う
と
思
い
、
し
ば
ら
く

は
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
天
気

と
寒
さ
が
交
互
に
あ
り
そ
の
頃

は
時
々
痛
ん
だ
足
も
よ
く
な
っ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
今
は
続

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

２
０
２
４
年
度
総
代
会
開
催

要
項 

６
月
23
日
（
日
） 

午
後
１
時
30
分
～ 

あ
さ
く
ら
診
療
所
ホ
ー
ル 

総
代
定
数 
１
２
０
人 

２
０
２
３
年
決
算
・
ま
と
め 

２
０
２
４
年
度
予
算
・
方
針 

役
員
選
任 

役
員
報
酬 

30
週
年
記
念
事
業 

(

今
年
９
月
で
開
設
３０
年) 



 

 
宇治市 
阿川 文子 
阿南 房子 
荒木 美智子 
有田 紀子 
伊賀 敬子 
池田 三砂子 
植田 友子 
梅田 昌枝 
大河 直幸 
大沢 昌司 
大八木 賢治 
荻野 幸夫 
神谷 陽子 
陰山 幸 
笠原 敏子 
川島 桐江 
川辺 眞佐子 
北村 一之 
木下 節子 
木下 典子 
木村 房子 
楠本 則子 
桑原 志保子 
小林 純子 
坂口 智子 

 
 
坂本 房雄 
四宮 守 
関河 久美子 
尊田 みや子 
滝林 康子 
竹中 佳子 
田中 聖子 
谷上 晴彦 

高井 健 

谷口 義一 
谷口 誠一 
玉井 百代 
田村 謙二 
千田 陽子 
辻  厚子 
道明 佐喜子 
長廻 千春 
中林 真由美 
中原 忠雄 
成清 義之 
西  研吾 
西埜 和代 
西邨 正則 
西山 栄治 

萩原 寿樹 
狭間 良子 
樋口 晶久 
平田 とみ 
福塚 千鶴子 
堀岡 美和子 
松井 瑠璃子 
的場 和夫 
水谷 邦恵 
宮本 典子 
向野 みつ子 
村田 幸子 
森  将美 
山口 芙美子 
山口 陽二 
山坂 良子 
山崎 匡 
山田 信人 
山本 和代 
山本 町子 
吉川 恵美子 
和田 宏則 
渡辺 澄子 
城陽市 
飯田 孝一 
糸井 久美子 

伊藤 邦子 
岡本 やすよ 
開沼 恭子 
加藤 明美 
片岡 真二 
河端 允子 
北村 勝 
金加 和加子 
久木野 一美 
語堂 辰文 
小林 静子 
佐藤 典美 
島元 真理子 
関根 治男 
谷口 公洋 
所  美紀 
中辻 政美 
西  良倫 
濱田 あつ子 
藤元 清 
藤本 正美 
堀江 幸男 
牧野 節子 
光久 道太郎 
三宅 勉 
山村 紀美子 
山本 重裕 

久御山町 
内田 公昭 
公庄 昭子 
藤本 三枝子 
府南部 
今西 利行 
岡本 亮一 
尾野 芳夫 
谷田 操 
花田 善臣 
福本 良樹 
宮嶋 良造 
横山 栄二 
京都市・その他 

赤毛 宏 

石川 和司 

稲田 康志 

上坂 光彦 

佐藤 良太 

中村 真二 

堀川 武広 

溝江 清美 

村主 新 

吉田 眞佐子 

 

 

さぽーと ゆう・ゆう・ゆう(訪問介護) 
ヘルパー募集 

❑  介護福祉士・介護職員実務者研修資格 

❑ 自転車・バイク移動が可能な方 

❑ １日、1 時間からでも可能です。 

❑ 時間給 1200 円～ (定期昇給あり) 

❑ 0774-54-5055 所長 小野るい子まで 

 

２０２４年度の総代さんをご紹介します (敬称略) 

総代定数 １２０人 

４ 

近
年
子
ど
も
の
虫
歯
は
仕
上
げ

磨
き
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
成
果

で
ど
ん
ど
ん
虫
歯
は
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
大
人
の
虫
歯
は

減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
人
が
虫
歯

に
な
り
や
す
い
部
位
の1

つ
は
、

歯
と
歯
茎
の
境
目
で
す
。
歯
は
本

来
硬
い
エ
ナ
メ
ル
質
で
お
お
わ
れ

て
ま
す
が
、
歯
周
病
や
加
齢
に
よ

り
歯
茎
が
下
が
り
歯
の
根
の
部
分

が
露
出
し
や
わ
ら
か
い
「
セ
メ
ン

ト
質
」
や
「
象
牙
質
」
が
出
て
来
ま

す
。
そ
の
為
虫
歯
に
な
り
や
す
い

の
で
す
。
歯
の
く
い
し
ば
り
や
歯

ぎ
し
り
を
す
る
人
は
要
注
意
で

す
。
圧
力
で
歯
と
歯
茎
の
境
目
が

壊
れ
て
、
歯
茎
の
根
元
が
露
出
し
、

虫
歯
に
な
り
や
す
い
で
す
。
ま
た
、

治
療
を
し
た
歯
の
詰
め
物
の
間
か

ら
虫
歯
が
出
来
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
す
で
に
神
経
を
取
る
治
療
を

し
た
歯
は
虫
歯
が
進
行
し
て
も
痛

み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詰
め
物
が
と

れ
た
部
位
は
、
歯
の
柔
ら
か
い
象

牙
質
な
の
で
虫
歯
が
進
行
し
や
す

い
で
す
。
詰
め
物
が
取
れ
た
ら
痛

み
が
な
く
て
も
歯
科
で
治
療
を
し

ま
し
ょ
う
。 

定
期
的
な
歯
科
受
診
で
虫
歯
や
歯

周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
自
分

定
期
的
な
歯
科
受
診
で
歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
を 

 
 

 

あ
さ
く
ら
診
療
所
歯
科 

歯
科
衛
生
士 

金
澤
芽
衣 

 

歯周病の予防を!! 

に
合
っ
た
歯
の
磨
き
方
、
歯
ブ
ラ

シ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
補
助
用

具
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

 


